日本国民の皆様へ 

小生、先月東大法学部を卒業しました韓国出身の姜と申します。大学在学中、貴国の血税から払われました学費や奨学金の支援を頂いた者として書中にて感謝や憂慮の念を伝えたく、拙い日本語を恥ずかしがらず、敢えてペンを執りました。
確かに貴国は約百年前、祖国の両陛下
の玉体に危害を加えた不倶戴天の仇であります。世が変わり、人傑は去っても主君に対する忠義はこの東洋においては格別なものがあり、時の流れと共に軽く忘れられるものではないということは、あの忠臣蔵の義士を讃える皆様なら敢えてご理解頂けるかと存じます。
しかし、小生は恩と怨は決して混じらないと信じます。今回小生が得た学位記の裏には貴国民の涙と汗が在るという厳然なる事実を謙虚に受け止めます。

最近敢えて世間の事を察するに、両国において東アジアへ移りつつある時運を乱す嵐が感知できます。千里の堤も蟻の穴から崩れ、台風も微風から始まる理を測ろうとする小生ではありますが、正論を借りてこの嵐の根源が何処に在るかを力説するつもりはありません。

ところが、恩怨分別の当為性を信じる小生が進言したいのは、なるべく怨を減らして不確実な将来に備えることこそ、あの塞翁が説いた栄枯盛衰を繰り返す乱世を生きる処世の要諦であり、これは国家においても例外ではないということです。先代が残した陰の遺産を相続した国同士において、謙恭は嫌悪の濃度を変え、配慮は怨恨の密度を変えるものです。それでも君讐に向って吹く逆風を、簡単に‘国内政治用’として一蹴するのは貴国の大きな誤算であり、決して怨を減らして恩を増やす大国の道とは云えません。

勿論軍国の命運や尊厳をかけた戦いにおいて屈辱を伴う譲歩は至難な選択であり、各自自国の外交政策を信頼及び支持するのは一国の国民として極めて当然な道理でしょう。これは大韓民国の民籍と軍籍に身を置いた小生にも例外ではありません。
しかし、仮令戦場においても善意に基いて敷いておいた種は出盛りの季節を迎えると違わず芽生えて戦士すら感動させるものだと信じます。各自置かれた立場に充実しながらも、将来いつかは芽生えるはずの配慮の種を敷くことすら貴国民が忘れることのないことを敢えて念願する次第であります。
大韓民国予備役陸軍兵長

姜　星運　拝
� 2005年4月、高野紀元、元駐韓日本国大使のソウル市内における領土問題発言に対して韓国首脳部からの強力な遺憾が表明された際に、小泉首相は記者会見にてこれを「国内政治用」として一蹴する意見を披露。これに対して遺憾を感じた筆者が産経新聞の「アピール」欄宛に投稿した文章。内部では激しい論議の対象となった模様のものの、結局掲載には至らなかった。


� 1919年元大韓帝国皇太子英親王李垠（リ・ウン）と皇族梨本宮方子女王との政略結婚推進中に急死した高宗皇帝の毒殺疑惑と、1895年高宗の正妃である明成皇后（閔妃）が多数の日本人が指揮した暴徒によって王宮にて無惨に殺害されたことをいう。





